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平成18年度　各会計当初予算の集計

一般会計　財源の内訳

歳　入
73億5,000万円

町税町税
50.150.1％

3636億8,0948,094万7千円千円

国庫支出金国庫支出金  5.0  5.0％
3億7,1057,105万4千円千円

県支出金県支出金  6.2  6.2％
4億5,6405,640万2千円千円

町税
50.1％

36億8,094万7千円

地方消費税交付金
3.1％

2億2,500万円

地方譲与税  3.7％
2億7,400万円

地方交付税
9.3％

6億8,000万円

自主財源
61.0％

依存財源
39.0％

繰越金  3.7％
2億7,000万円

その他  3億円
 4.1％ 利子割交付金
 配当割交付金
 株式等譲渡所得割交付金
 ゴルフ場利用税交付金
 自動車取得税交付金
 地方特例交付金
 交通安全対策特別交付金

その他  4.7％
3億5,079万5千円
 分担金及び負担金
 使用料及び手数料
 財産収入
 寄付金
 諸収入

町債  7.6％
5億5,880万円

国庫支出金  5.0％
3億7,105万4千円

県支出金  6.2％
4億5,640万2千円

繰入金  2.5％
1億8,300万2千円

一 般 会 計

特 別 会 計

       国民健康保険

       老人保健医療

       介 護 保 険

       下 水道事業

合　　　　計

平 成 18 年 度 平 成 17 年 度  比　　　　較

当初予算額（a） 構成比 当初予算額（b） 構成比 （a）－（b） 伸び率

73億5,000万円

77億9,296万5千円

26億6,942万2千円

23億5,642万円

15億4,553万3千円

12億2,159万円

151億4,296万5千円

72億3,000万円

80億4,602万7千円

24億5,292万2千円

23億8,594万6千円

15億7,207万5千円

16億3,508万4千円

152億7,602万7千円

1億2,000万円

2億5,306万2千円

2億1,650万円

△2,952万6千円

△2,654万2千円

4億1,349万4千円

1億3,306万2千円
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町税の内訳
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町民税個人　49.5％
18億2,395万9千円

固定資産税　43.6％
16億479万8千円

町民税法人　2.6％
9,443万円

軽自動車税　0.7％
2,553万6千円

町たばこ税　3.6％
1億3,222万4千円



　
町
が
各
種
事
務
事
業
を
進
め
る

際
に
基
本
と
な
る
一
般
会
計
予
算

に
は
、
昨
年
度
の
１
・
７
　
増
と

な
る
73
億
５
千
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

　
歳
入
の
中
で
最
も
大
き
な
割
合

を
占
め
る
町
税
は
、
昨
年
度
の
０
・

１
　
減
と
な
る
36
億
８
０
９
４
万

７
千
円
で
、
歳
入
全
体
の
50
・
１

　
に
な
り
ま
す
。
主
力
と
な
る
個

人
町
民
税
で
は
、
税
法
改
正
に
よ

る
定
率
減
税
の
２
分
の
１
縮
減
等

に
よ
り
、
税
額
が
伸
び
て
い
ま
す
。

　
国
が
進
め
る
三
位
一
体
改
革
の

影
響
と
し
て
、
児
童
手
当
に
係
る

国
庫
負
担
金
が
一
般
財
源
化
さ
れ

る
な
ど
３
千
万
円
以
上
の
減
と
な

る
一
方
で
、
暫
定
措
置
と
し
て
平

成
16
年
度
よ
り
創
設
さ
れ
た
所
得

譲
与
税
は
、
７
４
０
０
万
円
の
増

額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
町
債
は
７
件
で
、
救
助
工
作
車

購
入
事
業
債
、
二
宮
西
中
学
校
耐

震
補
強
及
び
大
規
模
改
修
事
業
債
、

住
民
税
減
税
補
て
ん
債
、
臨
時
財

政
対
策
債
の
ほ
か
、
百
合
が
丘
第

２
公
会
堂
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

及
び
山
西
小
学
校
体
育
館
の
ア
ス

ベ
ス
ト
撤
去
事
業
債
で
、
計
５
億

５
８
８
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
行
財
政
改
革
の
推
進
を

見
込
み
、
各
事
業
の
終
了･

継
続
・

重
点
化
等
を
考
慮
し
た
予
算
編
成

と
し
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
を
歳
出
区
分
別
に
み

る
と
、
総
務
費
で
は
、
百
合
が
丘

第
２
公
会
堂
ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
工

事
、
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
、

防
災
広
場
整
備
工
事
、
民
生
費
で

は
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
規
模

改
修
工
事
、
介
護
予
防
支
援
事
業

（
新
予
防
給
付
）
、
（
仮
称
）
松
根

児
童
館
建
設
事
業
、
一
色
・
二
宮

学
童
保
育
所
の
増
築･

整
備
工
事
、

衛
生
費
で
は
、
ご
み
積
替
施
設
建

設
事
業
、
農
林
水
産
業
費
で
は
土

地
改
良
事
業
、
漁
港
整
備
事
業
、

商
工
費
で
は
起
業
家
支
援
補
助
金

の
設
置
、
土
木
費
で
は
、
町
道
27

号
線
（
内
原
）・
町
道
63
号
線
（
二

宮
）
拡
幅
改
良
事
業
、
消
防
費
で

は
、
救
助
工
作
車
購
入
事
業
、
教

育
費
で
は
、
山
西
小
学
校
大
規
模

改
修
工
事
、
二
宮
西
中
学
校
耐
震

補
強
及
び
大
規
模
改
修
事
業
、
一

色
小
学
校
北
棟
ト
イ
レ
改
修
工
事
、

学
校
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
推
進
事

業
な
ど
、
各
事
業
へ
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

一般会計　歳出の内訳１人当たりいくら使われるの？

歳　出
73億5,000万円 民生費

27.5％
20億2,013万7千円

土木費  11.2％
8億2,367万1千円

教育費
15.0％

10億9,978万6千円

公債費  7.9％
5億7,743万2千円

災害復旧費  0.0％
150万円

衛生費
13.3％

9億7,627万円

総務費  13.6％
9億9,716万4千円

議会費  1.8％
1億3,290万1千円

予備費  0.3％
2,459万7千円

農林水産業費  2.1％
1億5,448万7千円

商工費  1.7％
1億2,232万5千円

消防費  5.7％
4億1,973万円

一般会計で試算すると
１人当たり 約23万9,789円 となります。

一般会計の予算 73億5,000万円 に対し、2月末日現在の
人口（30,652人）で計算しました。

歳出の区分 １人当たりの額

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災害復旧費

公 債 費

予 備 費

合　　　計

4,336円

32,532円

65,906円

31,850円

5,040円

3,991円

26,872円

13,693円

35,880円

49円

18,838円

802円

239,789円



　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を

実
施
す
る
た
め
に
、
一
般
会
計
と

は
切
り
離
し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

町
に
は
「
国
民
健
康
保
険
」
、
「
老

人
保
健
医
療
」
、
「
介
護
保
険
」
、

「
下
水
道
事
業
」
の
特
別
会
計
が

あ
り
、
安
心
で
快
適
な
く
ら
し
を

支
え
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
前
期
高
齢
者
の
増
加
等
に
伴
い

医
療
費
は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、

保
険
給
付
費
は
14
・
１
　
増
の
18

億
８
６
４
６
万
２
千
円
、
予
算
額

と
し
て
は
８
・
８
　
増
の
26
億
６

９
４
２
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
医
療
費
の
増
加
に
対
し
、

保
険
税
率
を
据
え
置
き
と
す
る
た

め
、国
保
財
政
調
整
基
金
よ
り
８
千

万
円
を
繰
り
入
れ
、
被
保
険
者
の

方
々
の
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
方
の
医
療
費
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
設
置
し
て
い
る

特
別
会
計
で
、
今
年
度
は
歳
出
の

約
98
・
８
　
が
医
療
費
給
付
に
あ

て
ら
れ
る
予
定
で
す
。
予
算
額
と

し
て
は
１
・
２
　
減
の
23
億
５
６

４
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
か

ら
７
年
目
を
迎
え
る
今
年
度
は
、

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
っ
て

保
険
料
の
改
定
な
ど
を
行
い
、
予

算
額
と
し
て
は
１
・
７
　
減
の
15

億
４
５
５
３
万
３
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
４
月
か
ら
は
、
現
在
要
支

援
の
方
（
全
員
が
要
支
援
１
と
な

り
ま
す
）
お
よ
び
要
介
護
１
と
認

定
さ
れ
る
方
（
予
防
効
果
が
期
待

で
き
な
い
方
を
除
き
要
支
援
２
と

な
り
ま
す
）
を
対
象
に
、
新
た
に

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
。
ま
た
、
保
険
料
の
不
足
分
と

し
て
昨
年
度
借
り
入
れ
た
県
の
財

政
安
定
化
基
金
貸
付
金
は
、
18
〜

20
年
度
の
３
年
間
で
返
済
し
ま
す
。

　
衛
生
的
で
快
適
な
く
ら
し
を
実

現
す
る
下
水
道
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道

線
南
側
の
ほ
ぼ
全
域
、
緑
が
丘
、

富
士
見
が
丘
、
中
里
、
二
宮
地
区

お
よ
び
駅
北
口
通
り
周
辺
の
各
一

部
で
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
枝
線
工
事
に
よ
る
面
整

備
を
行
い
処
理
区
域
の
拡
大
を
図

る
ほ
か
、
雨
水
対
策
と
し
て
町
道

７
号
線
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。



…
「
中
期
事
業
推
進
計
画
」
を
策

定
。

…
「
町
民
参
加
活
動
推
進
条
例
」

の
制
定
、
町
民
活
動
推
進
委
員

会
の
設
立
。

…
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
、

百
合
が
丘
第
２
公
会
堂
、
二
宮

西
中
学
校
体
育
館
、
山
西
小
学

校
体
育
館
で
撤
去
工
事
を
実
施
。

…
古
井
戸
の
再
生
、
防
災
広
場
整

備
工
事
、
（
仮
称
）
一
色
防
災

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
測

量
・
建
設
設
計
委
託
。

…
（
仮
称
）
松
根
児
童
館
建
設
工

事
、
旧
国
立
小
児
病
院
跡
地
の

買
い
取
り
、
二
宮
学
童
保
育
所

（
二
宮
小
学
校
校
舎
内
へ
）
移

転
整
備
工
事
、
一
色
学
童
保
育

所
（
一
色
小
学
校
体
育
館
）
増

設
工
事
、
山
西
学
童
保
育
所
床

張
り
替
え
工
事
。

…
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
新

た
な
「
予
防
給
付
」
を
提
供
す

る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
。

…
救
助
工
作
車
を
購
入
。

…
教
育
委
員
会
事
務
局
と
各
小
・

中
学
校
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
を
整
備
。

…
二
宮
西
中
学
校
校
舎
体
育
館
耐

震
補
強
及
び
大
規
模
改
修
工
事
、

一
色
小
学
校
北
棟
ト
イ
レ
改
修

工
事
。

…
ご
み
中
継
施
設
環
境
立
地
調
査
。

…
平
成
19
年
度
中
の
ご
み
焼
却
停

止
に
向
け
た
ご
み
積
替
施
設
建

設
事
業
、
最
終
処
分
場
シ
ー
ト

補
修
工
事
実
施
設
計
等
。

…
一
色
地
内
（
鉄
砲
田
）
農
道
改

良
工
事
、
土
地
改
良
事
業
（
中

里
地
内
）
実
施
設
計
委
託
。

…
二
宮
漁
港
再
整
備
計
画
策
定
、

梅
沢
漁
場
の
悪
臭
対
策
と
し
て
、

網
洗
浄
機
等
の
購
入
費
補
助
。

…
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想

策
定
、
町
道
27
号
線
（
内
原
）

拡
幅
改
良
工
事
、
二
宮
小
学
校

西
側
進
入
路
改
良
工
事
。

…
新
規
出
店
や
既
存
店
舗
の
業
種

転
換
等
に
よ
る
起
業
を
支
援
す

る
た
め
の
「
起
業
家
支
援
事
業
」
。

…
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新
と
蔵

書
検
索
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始
。

…
町
道
63
号
線
（
二
宮
）
拡
幅
改
良

工
事
、
町
道
277
号
線
（
旧
国
立

小
児
病
院
前
）
拡
幅
改
良
事
業
。

…
枝
線
工
事
、
町
道
７
号
線
の
実

施
設
計
等
。

　
　
　
　
　
　
財
政
課
財
務
係

手狭になっている二宮学童保育所



生
ま
れ
変
わ
っ
た
介
護
保
険
制
度

　
今
回
の
制
度
改
正
の
テ
ー
マ
は

「
持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
を

構
築
す
る
」
こ
と
で
す
。

　
評
価
の
高
い
介
護
保
険
制
度
を

今
後
も
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、

特
に
次
の
３
点
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
国
で
は
、
今
か
ら
10
年
後
に
は

団
塊
の
世
代
が
高
齢
期
を
迎
え
、

さ
ら
に
20
年
後
に
は
高
齢
者
人
口

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
予
測
し
て

い
ま
す
。

　
町
で
も
高
齢
者
の
割
合
は
、
現

在
の
22
　
か
ら
31
　
程
度
に
な
る

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
急
増

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
認
知
症
の
高
齢
者
が
大

き
く
増
加
す
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
介
護
が
必
要
と
な

る
と
き
に
備
え
て
サ
ー
ビ
ス
等
の

充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
は
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
ま
た
必
要
な
状
態

全人口と高齢者人口の推移

◎高齢者数は、約５人に１人から10年後に３人に１人となる見込み。
　特に、介護状態となる可能性の高い75歳以上の方の増加が課題。
　【認定を受ける方の割合】　65～74歳…４％　　75歳以上…28％

項 目

全 人 口

65歳以上

75歳以上
（後期高齢者）

人　数

対全人口比

人　数

対全人口比

12年度 17年度 26年度

31,412

5,525

17.6%

2,120

6.7%

30,781

6,736

21.9%

2,814

9.1%

28,973

8,861

30.6%

4,081

14.1%

（各年度９月末日）



に
な
っ
て
も
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う

に
、
予
防
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー″
つ
ば
き″

を
町
役
場
内
に
開
設
し
、
総
合
的

な
相
談
の
受
け
付
け
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
地
域
、
そ
の
他
関
係
機

関
と
連
携
し
て
高
齢
者
の
方
の
生

活
を
支
え
ま
す
。

　
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域
に
密
着
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

◆
事
業
者
指
定
や
指
導
・
監
督
権

限
が
町
に
あ
り
ま
す
。
（
こ
れ

ま
で
は
県
に
あ
り
ま
し
た
）
。

◆
市
町
村
が
介
護
保
険
事
業
計
画

で
定
め
た
定
員
数
を
超
え
た
場

合
、
指
定
を
拒
否
で
き
ま
す
。

◆
基
本
的
に
町
内
の
方
の
み
の
利

用
と
な
る
た
め
、
利
用
者
と
事

業
所
の
職
員
が
よ
り
親
密
な
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
寝
た
き
り
と
な
っ
た
原
因
の
約

４
割
が
高
齢
に
よ
る
虚
弱
や
認
知

症
、
骨
折
・
転
倒
で
す
。
介
護
予

防
事
業
で
は
、
筋
力
向
上
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
や
低
栄
養
の
改
善
、
口

の
中
の
状
態
の
改
善
な
ど
の
事
業

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
こ
れ
ら
の

危
険
性
を
減
ら
し
ま
す
。

　
要
介
護
認
定
で
要
支
援
１
・
２

と
な
っ
た
方
に
、
介
護
保
険
の
指

定
事
業
者
が
通
所
介
護
を
主
体
と

し
た
新
し
い
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
介
護
状
態
の
改
善
と
悪
化

防
止
を
支
援
し
ま
す
。

　
現
在
は
認
定
を
受
け
る
ほ
ど
で

は
な
く
て
も
、
将
来
介
護
が
必
要

と
な
る
可
能
性
の
高
い
方
に
、
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　
介
護
予
防
の
重
要
性
を
お
知
ら

せ
し
、
事
業
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

 

高
齢
介
護
課
介
護
保
険
係

寝たきりとなった原因

脳血管疾患

（脳卒中など）

35％

高齢による

虚弱　14％
認知症

14％

骨折・転倒

11％

関節疾患

4％

その他

22％

みんなで楽しく筋力アップトレーニング
（ころばん塾）

6565歳前の介護保険認定歳前の介護保険認定

がん末期がん末期が追加追加になりましたになりました

65歳前の介護保険認定

がん末期が追加になりました



第8回

　
下
町
地
区
自
治
会
主
催
の
説
明

会
が
３
月
４
日
（
土
）
下
町
老
人

憩
の
家
で
、
約
40
名
の
熱
心
な
参

加
者
の
も
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
有
機
の
会
」
（
家
庭
か
ら
出

る
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
有
機
農
業

等
を
実
践
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
）
代
表
の
鳥
居
久
代
さ
ん

（
　
71
―

８
４
４
５
）
の
協
力
で
、

各
種
処
理
機
の
使
用
方
法
や
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
・
注
意
点
な

ど
、
体
験
談
を
含
め
て
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
、
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
の
取
り
組
み
の
説
明
や
、

貸
出
し
を
し
て
い
る
「
剪
定
枝
チ

ッ
プ
機
」
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

「
毎
日
出
る
ご
み
」
に
は
、
約
３

分
の
１
の
厨
芥
類
（
生
ご
み
）
が

含
ま
れ
て
お
り
、
ご
み
の
減
量
化

に
は
資
源
化
が
必
要
で
す
。

　
町
で
補
助
し
て
い
る
家
庭
用
生

ご
み
処
理
機
の
補
助
件
数
は
、
伸

び
悩
み
の
傾
向
に
あ
り
、
（
普
及

率
約
10
　
）
町
で
は
大
型
生
ご
み

処
理
機
（
50
〜
１
０
０
世
帯
分
を

処
理
）
の
設
置
を
希
望
さ
れ
る
地

区
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
処
理
機
は
地
域
の
方
々
の

ご
理
解
、
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
説

明
会
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

地
域
に
出
向
き
説
明
会
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
役
場

環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
「
毎
日
出
る
ご
み
」
は

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
桜
美
園
）

で
焼
却
処
理
し
て
い
ま
す
が
、
平

成
19
年
度
末
ま
で
に
焼
却
を
停
止

し
ま
す
。

　
焼
却
を
停
止
し
、
「
毎
日
出
る

ご
み
」
を
安
全
か
つ
安
定
的
に
外

部
搬
出
す
る
に
は
、
ご
み
積
替
施

設
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
17
年
度
に
実
施
し
た
「
ご
み
積

替
施
設
基
礎
調
査
」
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
町
内
全
地
区
を
対

象
に
３
月
４
日
（
土
）
19
時
か
ら

21
時
50
分
ま
で
、
ラ
デ
ィ
ア
ン
で

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
約
２
２
０
名
で
、
会
場
に
入

り
き
れ
な
い
方
が
出
て
し
ま
い
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
処
理
広
域
化
に
つ

い
て
も
、
説
明
で
き
る
段
階
に
な

り
ま
し
た
ら
、
説
明
会
等
を
開
催

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
広
く
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

せ
ん 

て
い

ち
ゅ
う
か
い

0

200
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600

800

1000

1200

※15年度から補助率を上げました。 ※17年度は、２月末実績
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生ごみ処理機補助件数の累計



　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
は
、

下
水
道
整
備
で
利
益
を
受
け
る
方

に
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
制
度
で
す
。
今
年
度
対
象

に
な
る
土
地
所
有
者
の
方
へ
、
５

月
に
「
下
水
道
事
業
受
益
者
申
告

書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　
負
担
金
は
土
地
の
面
積
１
平
方

　
当
た
り
４
５
０
円
で
、
原
則
と

し
て
施
工
年
度
（
翌
年
度
利
用
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
土
地
）
に
、

一
度
だ
け
か
か
る
も
の
で
す
。

　
納
付
方
法
は
、
分
割
納
付
と
前

納
報
奨
金
相
当
額
が
差
し
引
か
れ

る
一
括
納
付
が
あ
り
ま
す
。

　
今
月
か
ら
供
用
開
始
と
な
る
区

域
は
図
の
と
お
り
で
す
。

　
早
期
に
接
続
す
る
と
、
水
洗
化

改
造
奨
励
金
な
ど
の
助
成
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
工
事
は
排
水
設
備
指

定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
下
水
道
課
業
務
係

供 用 開 始 済

平成18年4月供用開始

平成18年度工事予定区域（下水道
事業受益者負担金賦課予定区域）

凡　　　　例



　
い
よ
い
よ
新
学
期
。
新
し
い
学

年
に
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
も

っ
と
遠
く
の
地
域
へ
出
か
け
た
く

な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今

日
も
自
転
車
で
お
出
か
け
…
。

　
で
も
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
交
通

事
故
に
遭
っ
た
小
学
４
年
〜
６
年

生
の
約
半
分
が
、
自
転
車
で
事
故

に
遭
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
？
お
出
か
け
前
に
、
自
転
車

に
乗
る
と
き
の
正
し
い
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
復
習
し
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
の
自
転
車
事
故
の
大
半

は
飛
び
出
し
が
原
因
で
す
。
交
差

点
を
通
る
と
き
や
狭
い
道
か
ら
広

い
道
に
出
る
と
き
な
ど
、
必
ず
一

時
停
止
し
て
左
右
を
確
認
す
る
よ

う
、
繰
り
返
し
話
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

　
自
転
車
も
通
行
可
能
な
歩
道
を

通
る
と
き
は
歩
行
者
に
十
分
注
意

し
、
ほ
か
の
自
転
車
と
並
ん
で
走

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
地
域
推
進
課
防
災
安
全
係

▽
議
会
事
務
局
長
（
議
会
事
務
局

長
兼
庶
務
課
長
）
柏
木
博

▽
経
済
環
境
部
環
境
課
長
（
同
部

同
課
長
補
佐
兼
廃
棄
物
対
策
係
長
）

橋
本
幸
治

▽
民
生
部
福
祉
課
副
主
幹
（
同
部

同
課
主
査
）
石
井
由
美
子
　
▽
消

防
署
副
技
幹
（
消
防
署
警
備
係
長
）

加
藤
義
則
　
▽
消
防
署
副
技
幹
（
消

防
署
警
備
係
長
）
西
山
弘
和

▽
総
務
部
企
画
室
企
画
調
整
係
長

（
同
部
同
室
主
査
）
黒
石
徳
子
　

▽
総
務
部
財
政
課
財
務
係
長
（
民

生
部
町
民
課
保
険
年
金
係
長
）
二

宮
雅
巳
　
▽
総
務
部
税
務
課
収
税

係
長
（
建
設
部
道
路
公
園
課
道
路

管
理
係
長
）
諸
星
勉
　
▽
民
生
部

町
民
課
保
険
年
金
係
長
（
教
育
委

員
会
教
育
総
務
課
学
校
教
育
係
長
）

西
山
義
勝
　
▽
経
済
環
境
部
経
済

課
農
政
係
長
（
農
業
委
員
会
事
務

局
書
記
）
神
保
英
也
　
▽
経
済
環

境
部
環
境
課
環
境
推
進
係
長
（
総

務
部
税
務
課
収
税
係
長
）
和
田
隆

彦
　
▽
経
済
環
境
部
環
境
課
廃
棄

物
対
策
係
長
（
総
務
部
財
政
課
財

務
係
長
）
椎
野
文
彦
　
▽
経
済
環

境
部
環
境
課
係
長
・
平
塚
市
へ
出

向
（
同
部
同
課
主
任
主
事
）
小
島

孝
紀
　
▽
建
設
部
道
路
公
園
課
道

路
管
理
係
長
（
経
済
環
境
部
環
境

課
環
境
推
進
係
長
）
高
橋
秀
實
　

▽
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
学
校

教
育
係
長
（
総
務
部
総
務
課
係
長
）

筑
紫
裕
門
　
▽
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係
長
（
経
済
環

境
部
経
済
課
農
政
係
長
）
吉
平
広

夫
　
▽
消
防
本
部
消
防
課
予
防
係

長
（
消
防
本
部
消
防
課
警
防
係
長
）

橘
川
寿
郎
　
▽
消
防
本
部
消
防
課

警
防
係
長
（
消
防
署
主
査
）
石
川

孝
行
　
▽
消
防
署
警
備
係
長
（
消

防
署
主
査
）
小
熊
朗
　
▽
消
防
署

警
備
係
長
（
消
防
署
主
査
）
林
栄
一

　
　
　
　
　
　
　
※
係
長
級
ま
で

税
務
課
　
川
島
奈
美

高
齢
介
護
課
　
加
藤
浩
司

健
康
課
　
土
橋
真
美

経
済
課
　
大
木
健
司

道
路
公
園
課
　
荻
野
真
也

都
市
整
備
課
　
関
田
智
恵
子
　

下
水
道
課
　
椎
野
智
信

議
会
事
務
局
庶
務
課
　
竹
内
碧

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
齊
藤
知
代

消
防
署
　
古
屋
昭
久
　

消
防
署
　
古
賀
崇
彬

消
防
署
　
及
川
義
仁

　
　
　
　
三
月
三
十
一
日
付
け

野
崎
国
治

　
（
経
済
環
境
部
環
境
課
長
）

青
木
由
里
子

　
（
民
生
部
福
祉
課
主
幹
）

加
藤
節
子
（
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
生
涯
学
習
係
長
）

諸
星
良
一

　
（
消
防
本
部
消
防
課
予
防
係
長
）

小
林
健
一
（
消
防
署
）

鈴
木
武
雄
（
民
生
部
健
康
課
）

野
島
伸
一
（
民
生
部
町
民
課
）

阿
部
仁
子
（
教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
給
食
セ
ン
タ
ー
）



こんにちは 健康課です　第45回

部位

胃

大腸

肺

乳

子宮

①糖尿病は歯の病気の導火線

検　査　方　法

バリウム［胃部Ｘ線］

便潜血２日法

胸部Ｘ線

喀痰細胞診（胸部Ｘ線併用）

視触診

マンモグラフィ［乳房Ｘ線］

（視触診併用）

頸部のみ

頸部＋体部【個別検診】

受診料

1,000円

500円

400円

※1,300円

600円

※1,600円

800円

3,000円

対　　象

40歳以上

40歳以上

40歳以上

20歳以上の女性

40歳以上の女性

20歳以上の女性

町で受けられるがん検診

※併用検診を両方受けたときの受診料。
※胃・肺・マンモグラフィと連続してＸ線検査を受けても、部位が異なるので被ばく量に問題
　はありません。



～活かします　あなたの納める貴重な税～

※こどものプール使用料（100円）と多目的ルームの使用料（210円）は変更なし。

区　　　　分

大　人プ ー ル

改正前

町 内　310円

町 外　460円

310円

［町内外共通］

改正後



古紙・布類

資源ごみの収集量と売却代金

ビン・ガラス類

金属・空カン類

樹 脂 類

147,150㎏

２月分 前月比

11,070㎏

1,791㎏

7,925㎏

860,779円

7,190円

89,550円

3,566円

－22,500㎏

－470㎏

151㎏

135㎏

－70,608円

961,085円 －63,257円

－260円

7,550円

61円

金額総計
（売却代金は町の会計に入る）

町の人口（3月1日現在）

総　数

男

女

世帯数

30,128人

14,607人

15,521人

11,008世帯

（－ 63）

（－15）

（－48）

（－ 8）

（　）内は前月比。人口統計より



平成平成１８１８年度 年間イベント情報年間イベント情報平成１８年度 年間イベント情報
日　　時 催　　し　　物

平和祈念祭

町民健診の日

湘南にのみや海岸

　530（ゴミゼロ）キャンペーン

平成18年第2回

　二宮町議会定例会

健康な歯づくりフェア

二宮小学校運動会

一色小学校運動会

第8回湘南ビーチマラソン大会

二宮中学校汐鳴祭体育の部

第40回白ギス投釣大会

体験地引き網

第32回子ども会野外活動

生物多様性基礎調査展示会

湘南にのみや花火の祭典

第55回地区対抗少年野球大会

第25回地区対抗

　少女ソフトバレーボール大会

地域間交流（長野県高山村から来町）

第55回地区対抗少年野球大会

地域間交流（長野県高山村へ訪問）

体験地引き網

スタインウェイ

　ピアノマラソンコンサート

第30回町民水泳大会

ガラスのうさぎ像平和と友情のつどい

町民健診の日

平成18年第3回

　二宮町議会定例会

敬老のつどい

防災講演会

18日（木）

20日（土）

27日（土）

2日（金）

9日（金）

3日（土）

4日（日）

10日（土）

18日（日）

22日（土）

24日（月）

26日（水）

30日（日）

28日（金）

29日（土）

30日（日）

29日（土）

上　旬

5日（土）

5日（土）

7日（月）

26日（土）

27日（日）

上　旬

3日（日）

8日（金）

27日（水）

28日（木）

上　旬

5月

6月

7月

8月

9月

〜

〜

〜

〜

〜

〜

日　　時 催　　し　　物

第63回二宮町体育祭

山西小学校運動会

第49回二宮町文化祭

二宮中学校汐鳴祭文化の部

民俗芸能のつどい

第34回農林水産まつり　

　第１部畜産共進会

　川美化キャンペーン

総合防災訓練

第2回にのみや環境展

第34回農林水産まつり

　第2部農林水産物展示品評会

第8回湘南にのみやふるさとまつり

消費者のつどい

町長・町議会議員選挙

第32回子ども会

　レクリエーション大会

第25回町内継走大会

平成18年第4回

　二宮町議会定例会

消防出初式

平成19年成人祝賀会

第8回吾妻さんよさこいパレード

新春のつどい

第39回新春ロードレース大会

子ども会まつり

平成19年第１回

　二宮町議会定例会

小学校卒業式

1日（日）

7日（土）

9日（月）

11月5日
　（日）

21日（土）

22日（日）

上　旬

中　旬

予　定

5日（日）

11日（土）

12日（日）

中　旬

予　定

3日（日）

10日（日）

14日（木）

20日（水）

7日（日）

8日（月）

21日（日）

上　旬

上　旬

4日（日）

2日（金）

（予定）

20日（火）

10月

11月

12月

1月

2月

3月

〜

〜

〜

〜



　
児
童
が
安
心
し
て
帰
宅
で
き
る
よ
う
に
と
、
上
町
地
区
で
高
齢
者
の
有

志
の
皆
さ
ん
が
週
に
１
度
、
駅
南
口
に
あ
る
歩
道
橋
の
近
辺
で
下
校
時
の

見
守
り
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
消
防
団
長
の
　
川
駅
司
さ
ん

に
、
現
職
の
消
防
団
員
と
し
て

は
最
高
の
名
誉
と
な
る
消
防
庁

長
官
永
年
勤
続
功
労
章
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
　
川
さ
ん
は
昭
和
47
年
に
消

防
団
に
入
団
以
来
、
数
多
く
の

災
害
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
の
生

命
・
身
体
・
財
産
を
守
り
、
平

成
16
年
か
ら
は
消
防
団
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
る
な
ど
、
永
年
に

わ
た
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

町勢要覧
『湘南にのみや 息吹』が完成

「
お
じ
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！
」

と
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
き
な
声
を

か
け
ら
れ
る
と
、
何
と
も
言
え
な

い
心
地
よ
さ
を
感
じ
ま
す
と
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
息
の
長
い
活

動
で
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
！湘南ビーチマラソン湘南ビーチマラソン

エントリー締め切り間近！エントリー締め切り間近！

湘南ビーチマラソン湘南ビーチマラソン

エントリー締め切り間近！エントリー締め切り間近！

湘南ビーチマラソン

エントリー締め切り間近！

そろいの腕章を身につけて活動中！



広

報

に

の

み

や
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編
集
発
行
　
二
宮
町
総
務
部
地
域
推
進
課
　
　
３
３
１
１
　
　
０
１
３
４

第11回にのみや観光フォトコンテスト 
入賞者（準特選以上）

賞区分 入賞者（敬称略） 題　　　名

推せん

特　選

準特選

添田　英治

本間　浩一

玉置　　正

吉田　行雄

鵜殿　優子

町田　　武

鏑木　一夫

角谷チエ子

菅原　美子

中田　達男

多田　勝顕

富士見が丘

小田原市

富士見が丘

平塚市

横浜市

秦野市

緑が丘

平塚市

伊勢原市

茅ヶ崎市

大磯町

お花見

みたま神輿

吾妻山雪景色

青春

あじさいの咲く頃

賑わう公園

休日の海岸

こどもたちスタート

夜空に大輪

たそがれ時に

「出て行け」「いやだ」「豆まくぞっ」

「
海
と 

山
と 

や
さ
し
さ
と

み
ん
な
大
好
き

湘
南
に
の
み
や
」

を
テ
ー
マ
に
、
１
９
５
点
の
力
作

が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
見
慣
れ
た
光

景
を
新
鮮
で
魅
力
的
に
、
イ
ベ
ン

ト
を
心
か
ら
楽
し
む
町
民
を
巧
み

に
写
そ
う
と
い
う
狙
い
が
分
か
り

ま
す
。
写
し
続
け
る
こ
と
で
、
変

貌
す
る
町
の
貴
重
な
記
録
に
も
な

り
ま
す
。

　
１
本
の
し
だ
れ
桜
を
ポ
イ
ン
ト

に
、
巧
み
に
情
景
を
と
ら
え
て
い

ま
す
。
満
開
を
迎
え
た
背
景
の
桜

も
美
し
く
、
家
族
連
れ
の
楽
し
さ

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
構
図
が
と

て
も
す
っ
き
り
し
て
い
て
人
物
と

満
開
の
桜
と
の
配
置
も
よ
く
、
す

が
す
が
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
撮
影
ア
ン
グ
ル
が
と
て
も
よ
く
、

作
品
に
力
強
さ
が
あ
り
ま
す
。
グ

イ
グ
イ
と
山
道
を
登
る
担
ぎ
手
の

た
く
ま
し
さ
と
、
後
方
の
家
並
み

か
ら
難
儀
な
山
登
り
の
様
子
が
よ

く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
冬
山
の
感
じ
が
し
ま
す
が
、
実

は
菜
の
花
が
雪
に
埋
も
れ
な
が
ら

も
黄
色
の
花
を
点
々
と
見
せ
て
い

る
早
春
賦
の
情
景
で
す
。
非
常
に

ま
と
ま
っ
た
「
絵
」
づ
く
り
で
す
。

入 賞 作 品 発 表 ！入 賞 作 品 発 表 ！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん

ぼ
う


